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会 報 鳥 取

鳥
取
労
働
局
長

佐
々
木
　
秀
　
一

七
月

一
日
付
け
で
鳥
取
労
働
局
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
就
業
対

策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
、
各
セ
ン
タ
ー
及
び
会
員
の
皆
様
に
格
別
の
こ
理
解
と
こ
協
力
を
賜
り
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
承
知
の
と
お
り
、
我
が
国
は
平
均
寿
命
の
大
幅
な
伸
び
と
出
生
率
の
低
下
に

よ
り
世
界
の
先
進
諸
国
が
経
験
し
て
い
な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
ま

た
、
「団
塊
世
代
」
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
定
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
鳥
取
県
に

お
き
ま
し
て
も
、
平
成
十
九
年
十
月

一
日
現
在
で
高
齢
化
率
が
過
去
最
高
の
二
五

・

一
％
に
な
る
な
ど
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
労
働
人
口
の
減
少
が
危
ぶ
ま
れ
る
中

で
高
齢
者
の
方
が
長
年
に
わ
た
っ
て
培

っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
渚
か
し
、
社
会

の
支
え
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
き
く
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

こ
う
し
た
中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、
定
年
退
職
後
に
臨
時
的
か

つ
短
期
的
叉
は
軽
易
な
就
業
を
希
望
す
る
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
、
地
域
の
日
常

生
活
に
密
着
し
た
仕
事
を
提
供
し
就
業
機
会
の
増
大
を
図
り
、
渚
力
あ
る
地
域
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
月
に
は

「
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
」
の
届
出
を
さ
れ
る
な
ど
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
の
就
労
希
望
者
の
様
々
な
二
十
ズ
に
応
え
ら

れ
る

「総
合
的
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
鳥
取
県
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
が
着
実
に
拡
大
、
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
皆
様
の
日

頃
か
ら
の
熱
意
と
こ
努
力
の
賜
と
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

労
働
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
重
要
性
を
十

分
認
識
し
、
県

・
市
阿
村
と
の
連
携
の
も
と
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

を
引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
す
る
所
存
で
す
の
で
、
◆
後
と
も

一
層
の
こ
理
解
、

こ
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

最
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
益
々
の
こ
発
展
と
役
職
員
並
び
に

会
員
の
皆
様
の
こ
渚
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

枕
一任
ご
あ
い
き
つ
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シ
炒
パ
ｅ
Ａ
縛
繊
ン
Ｐ
が

経
黒
吟
幹
＆
蒔
も
の

鳥
取
県
商
工
労
働
部
経
済

・
雇
用
政
策
総
室

労
働
政
策
チ
ー
ム
長

小

谷

　

　

修

平
成
二
十
年
四
月

一
日
付
け
で
労
働
政
策
チ
ー
ム
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

労
働
政
策
チ
ー
ム
は
、
商
工
労
働
部
の
組
織
改
編
に
よ
り
、
旧
労
働
一雁
用
課
の
業

務
の
う
ち
、
高
齢
者
の
就
業
支
援
の
ほ
か
、
職
業
能
力
開
発
、
技
能
振
興
、
労
働

者
福
祉
な
ど
の
労
働
施
策
を
所
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

近
年
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
下
、
高
齢
者
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、

企
業
に
対
し
て
定
年
延
長
な
ど
の
措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
先
日
決
定
さ

れ
た
政
府
の

「社
会
保
障
の
機
能
強
化
の
た
め
の
緊
急
対
策
」
に
は
、
六
十
五
歳

以
上
の
希
望
者
全
員
を
継
続
雇
用
す
る
企
業
へ
の
支
援
の
創
設
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
高
齢
者
の
経
験

。
技
能

へ
の
期
待
の
高
ま
り
で
あ
る
反
面
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
と
っ
て
は
、
会
員
数
の
減
少
の

一
因
と
も
な
り
か
ね
ず
、

市
町
村
合
併
に
よ
る
広
域
化
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
さ
ら
に
は
県
内
経
済

の
景
気
低
迷
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
個
々
の
会
員
と
仕
事
を
発
注
す
る
方
々
と
の

双
方
の
要
望
を
高
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
厳
し
い
状
況
の
中

で
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
業
務
の
進
め
方
を
見
直
し
、
双
方
の
異
な
る
要
望
を

よ
り

一
層
満
足
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
行
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
会
員
の
前
足
度
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
就
業
機
会
の
増
加

を
図
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
受
注
業
務

を
増
加
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
の
方
策
の

一
つ
と
し
て
、
発
注
者

の
個
々
の
二
十
ズ
に
的
確
に
応
え
て
、
顧
客
満
足
度
を
上
げ
、
リ
ピ
ー
タ
と
な
っ

て
も
ら
い
、
さ
ら
に
は
、
知
人
へ
の
紹
介
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
を
常
に
考
え
、
実
行
に
移
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

県
と
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
就
業
促
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
を
図
る
た

め
、
各
種
の
労
働
施
策
を
通
じ
て
皆
様
の
渚
動
の
支
援
を
行

っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

一
層
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。末

筆
で
は
こ
ざ
い
ま
す
が
、
貴
連
合
会
及
び
会
員
の
皆
様
の
御
発
展
と
御
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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平
成
二
十
年
度
第

一

通
常
総
会
開
催

会 報 需 覗

平
成
二
十
年
度
第

一
回
通
常
総
会
は
六
月
十
二
日

（木
）
米
子
市
に
お
い
て
会
員
の
代
表
及
び
来
蓄
一の

こ
出
席
を
賜
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、
来
賓
の
代

表
と
し
て
鳥
取
労
働
局
　
橋
本
職
業
安
定
部
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
長
に
（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
野

島
理
事
長
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

義醸
　
案

第

一
号
議
案
　
社
団
法
人
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
十
九
年
度
事
業
報
告

（案
）
及
び
収
支
決
算
報
告

（案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
社
団
法
人
烏
瑕
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会
平
成
二
十
年
度
収
支
補
正
予

算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
連
合
会
理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠

選
任
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
の
役
員
の
選
任
つ
き
ま
し
て
は
、
足

立
理
事

［（社
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理

事
長
］

・
石
谷
理
事

［（社
）
智
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
理
事
長
］

・
村
田
理
事

［八
頭
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
］
の
辞
任
に
伴
い
、
新
し
い

理
事
と
し
て
西
村
岩
市
氏

［（社
）
境
港
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
］
・
小
林
買
夫
氏

［（社
）
智

頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
］
・
山
浦
基

治
氏

［日
南
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
］

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◇

◎
第
五
期
役
員
名
簿

◇

◇

◇

◇

監
Ш
　

事

監
ｍ
　

事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

理
　
　
事

常
務
理
事

副

会

長

副

会

長

〈
Ａ
　
　
　
　
一与
ふ

役

職

林
　
原
　
彦

谷

口

幹

彦

有

田

勝

徳

山

浦

基

治

足
　
一ユ
　
慎
　
夫

ノ」ヽ

林

買

夫

田
　
子
　
　
　
一貝

西
　
村
　
］石
　
市

伸
　
村

　

一　

男

野
　
島

　

　

完

木

島

敏

行

宇
　
野
　
込
旧
　
巳

氏

　

名

（
社

）
大

山

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社

と
石
美

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

鳥

取

県

中

小

企

業

団

体

中

央

会

専

務

理

事

日

南

町

シ

ル

バ

ー

人

材

セ

ン

タ

ー

理

事

長

（
社

）
琴
浦

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社

）
智

頭

町

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社
）
南
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
理

事
　
長

（
社

）
境
港

市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（社
）鳥
取
県
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
　
事

務

局

長

（
社

）
倉

吉
市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ

ー

理

事

長

（
社

）
鳥

取
市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ

ン
タ
ー

理

事

長

（
社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
　
理

事

長

所

属

◇
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平
蔵
二
十
年
Ｅ

事

業
一
計

画

書

基

本

計

画

鳥
取
県
に
お
い
て
は
、
人
口
が
六
十
万
人
を
割
る

等
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
社
会
が
進
み
、
高

齢
者
が
生
涯
現
役
と
し
て
多
様
な
形
で
社
会
参
加
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
果
た
す
べ
き
役
割
は

一
層
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
る
。
活
力
あ
る
経
済
社
会
を
維
持

・
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
が
長
年
に
わ
た
り
培
っ

覗
　
て
き
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
及
び
技
能
を
積
極
的
に

需
　
生
か
し
、
働
く
こ
と
或
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
渚
動
等

報
　

の
社
会
参
加
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健
康
で
生
き
甲

会
　
斐
が
感
じ
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
な
課
題
で
あ
る
。

本
年
は
、
団
塊
の
世
代
の
現
役
退
職
突
入
か
ら
二

年
目
と
な
る
が
、
六
十
五
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
措
置

も
浸
透
す
る
中
で
、
こ
れ
か
ら
次
第
に
多
く
の
高
齢

者
の
退
職
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、　
一
層
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
多
様
な
就
業
分
野
の
拡

大
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国

及
び
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
行
財
政
改
革
が
加

速
化
さ
れ
、
補
助
事
業
の
見
直
し
や
競
争
原
理
の
導

入
が
図
ら
れ
る
等
、
シ
ル
バ
ー
事
業
を
取
り
巻
く
環

境
は

一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
総
合
プ
ラ
ン
に
基
づ
く

「烏
取

県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
渚
性
化
計
画
」
に

掲
げ
た
会
員
及
び
就
業
機
会
の
拡
大
等
の
総
合
対
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業

を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
施
事
務
所
の
拡

大
と
と
も
に
、
積
極
的
な
派
遣
事
業
の
渚
用
に
よ
る

多
様
な
就
業
機
会
の
拡
大
と
、
適
正
就
業
の
徹
底
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合

は
渚
動
拠
点
と

一
体
と
な
り
、
次
の
実
施
計
画
に
よ

り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
渚
性
化

。
発
展
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

事
業
実
施
計
画

一　

安
全

・
適
正
就
業
推
進
事
業

シ
ル
バ
ー
事
業
の
基
本
で
あ
る
安
全

・
適
正
就

業
を
推
進
す
る
た
め
次
の
事
業
を
実
施
す
る
。

日
　
安
全

・
適
正
就
業
推
進
委
員
会
の
開
催

口
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
担
当
者
会
議
の
開
催

口
　
安
全
就
業
研
修
会
の
開
催

囲
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導

一
一　
運
合
設
立
十
周
年
記
念
式
典
の
開
催
及
び
記
念

誌
の
発
行

〓
一　
普
及
啓
発
事
業

日
　
連
合
会
機
関
誌
の
発
行

（年
二
回
）

ロ
　
シ
ル
バ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間

（十
月
）

の
行
事

ロ
　
ポ
ス
タ
ー
、
各
種
普
及
啓
発
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
作
成

・
配
布

囲
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

四
　
就
業
開
拓
事
業

田
　
就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会
の
開
催

口
　
就
業
開
拓
推
進
員
の
服
置

ロ
　
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
就
業
機
会
開
発
員
の
配
置

五
　
交
流
研
修
事
業

田
　
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
経
験
交
流
大
会

（連
合
設

立
十
周
年
記
念
式
典
と
併
開
）

口
　
連
合
役
職
員
研
修

エハ
　
ン
ル
パ
ー
労
働
者
派
遣
事
業

田
　
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
推
進

国
　
派
遣
業
務
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
、
実

務
を
中
心
と
し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
こ
と
。

七
　
福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

田
　
研
修
会
の
開
催

口
　
普
及
啓
発

八
　
指
導
相
談
事
業

九
　
鳥
取
県
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
連

絡
会
議
の
開
催

十
　
ン
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
活
性
化
計
画
の

推
進

十

一　

シ
エ
ア
活
動
力
活
用
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

（社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
事
業

・
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
）

十
二
　
企
画
提
案
方
式
事
業

実
施
セ
ン
タ
ー

（社
）
鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

。
子
育
て
）

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(5)



（単
独
型
複
合
分
野
～
介
護

。
子
育
て
）

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（単
独
型
単
独
分
野
～
介
護
）
（単
独
型
単
独

分
野
～
子
育
て
）

十
三
　
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業

田
　
啓
発
事
業

口
　
総
合
的
雇
用
就
兼
情
報
提
供
事
業

国
　
技
能
講
習
事
業

①
長
期
講
習
　
十
七
会
場
で
実
施

（別
表
）

②
短
期
講
習

・
十
会
場
で
実
施

（別
表
）

ω
　
職
場
体
験
講
習
事
業

口
　
職
業
紹
介
事
業

十
四
　
諸
会
議
の
開
催

総
会

・
理
事
会

，
事
務
局
長
会
議
及
び
関
係
行

政
機
関
等
と
の
連
絡
会
議
を
実
施

別
表

（平
成
二
十
年
度
シ
エ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
実
施
計
画
）

会 報 需 覗

緑

地

管

理

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

保

育

・
子

育

て

支

援

講

習

フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
技
能
講
習

社

会

保

険

労

務

士

補

助

講

習

訪
間
介
護
員
養
成
研
修
二
級
講
習

オ
フ
ィ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
補
助
講
習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

事

務

補

助

講

習

経

理

事

務

補

助

講

習

◎
長
期
調
習
名

倉
吉
市

境
港
市

米
子
市

烏
薮
市

・
米
子
市

・
倉
吉
市

鳥
取
市

。
米
子
市

・
倉
吉
市

・
境
港
市

米
子
市

鳥
取
市

（三
回
）

倉
吉
市

，
境
港
市

鳥
取
市

。
米
子
市

開
催
場
所

緑

地

管

理

ア

シ

ス
タ

ン
ト

講

習

子

育

て

支

援

講

習

警

備

業

務

補

助

講

習

農

業

支

援

講

習

造

園

ア

シ

ス

タ

ン

ト

講

習

室
内
装
飾

ア
シ
ス
タ

ン
ト
講
習

◎
短
期
語
習
名

岩
美
阿

米
子
広
域

・
倉
吉
市

鳥
取
市

・
米
子
広
域

南
部
広
域

智
頭
町

鳥
取
市

・
倉
吉
市

・
北
栄
町

開
催
場
所

(6)



平
成
二
十
年
度

事

業

棄

寵

械

況

第

一
回

通

常

理

事

会

五
月
三
十
日

（金
）
米
子
市
に
お
い
て
開
催
。

圭戯
　
案

第

一
号
議
案
　
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
二
十
年
度
事
業
報
告

《案
）

及
び
収
支
決
算
報
告

（案
）
に
つ
い
て

（監
査

報
告
）

第
二
号
議
案
　
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
平
成
二
十
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
連
合
会
理
事
の
辞
任
に
伴
う
役
員
候

補
者
選
考
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て

議
案
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

安
全
適
正
就
業
推
進
委
員
会

六
月
二
十
四
日

（火
）
倉
吉
市
で
開
催
。

義醸
　
題

田
　
平
成
二
十
年
度
安
全

・
適
正
就
業
推
進
事
業

実
施
計
画
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
九
年
度
　
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
九
年
度
各
セ
ン
タ
ー
の
安
全

・
適
正

就
業
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

囲
　
平
成
十
九
年
度
安
全

・
適
正
就
業
パ
ト
回
―

ル
及
び
講
習
会
等
実
施
状
況
に
つ
い
て

口
　
そ
の
他

就
業
機
会
開
発
推
進
委
員
会

七
月
十

一
日

（金
）
倉
吉
市
で
開
催
。

裟峨
　
題

田
　
平
成
二
十
年
度
就
業
機
会
開
発
推
進
事
業
実

施
計
画
に
つ
い
て

□
　
平
成
十
九
年
度
連
合

・
各
セ
ン
タ
ー
就
業
機

会
開
拓
実
施
状
況
に
つ
い
て

口
　
事
業

「企
画
提
案
方
式
事
業
」
の
推
進
に
つ

い
て

回
　
適
正
就
業
の
推
進
に
つ
い
て

ア
　
シ
ル
バ
ー
派
這
事
業
の
推
進

イ
　
民
営
圧
迫
で
な
い
仕
事
と
は

口
　
そ
の
他

平

成

二

十

年

度

安
全

Ｂ
適
正
就
業
研
修
倉

安
全

・
適
正
就
業
強
化
月
間
の

一
環
と
し
て
二
十

年
七
月
十
八
日

（金
）
倉
吉
市
に
お
い
て
、
各
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
、
会
員
等
九
十
五
名

の
参
加
の
も
と
、
平
成
二
十
年
度
安
全

・
適
正
就
業

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
会
員
及
び
役

職
員
か
ら
募
集
し
た

「シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
安
全
就
業
標
語
の
入
選
者
の
発
表
及
び
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
前
事
務
局
長
中
林
正
樹
氏
に
よ
り
ま
す
経
験

を
踏
ま
え
た

「安
全
就
業
を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
、

安
全
は
、
「備
え
」
と
日
頃
か
ら
の

「意
識
づ
け
」

に
取
り
組
む
心
構
え
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

会 報 鳥 眼

(7)



会 描 需 珂R

為 承 票 ン ル パ ー人 オオセ ンター蓬今
楚

'

工海

露共

´
蒻 20年友 安会。重正,

叉
、
（社
）境
港
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

・

安
全
管
理
委
員
会
委
員
長
　
渡
部
泰
幸
氏
の

「安
全

就
業
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
」
と
、
（社
）
米
子
広

劫
シ
ル
パ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
　
士
口
田
浩

一

氏
の

「適
正
就
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
事
例

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
が
、
「安
全
に
仕
事
を

す
る
た
め
の
、
取
り
組
み
及
び
安
全
管
理
の
今
後
の

課
題
」
、
「労
働
者
派
遣
事
業
と
請
負
に
よ
り
行
わ
れ

る
事
業
の
区
分
に
関
す
る
基
準
」
等
に
つ
い
て
、
ど

う
す
べ
き
か
等
々
真
剣
に
考
え
、
学
ぶ
有
意
義
な
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

「優
秀
作
品
」

ち
ょ

っ
と
待
て

白
信
過
剰
が
　
事
故
招
く

娠
　
　
　
和
　
子

（社
）
倉
吉
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

「入
選
作
品
」

芸
合
は
　
他
人
に
頼
ら
ず
　
自
己
管
理

於
　
原
　
　
　
警

（
れ
）
鳥
暮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

纂
理
を
せ
ず
　
ゆ
と
り
を
持

っ
て
　

妥ヽ
仝
雄
保

お
　
本
　
み
と
み

（れ
）
鳥
来
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
逹
谷
会

ゆ
る
め
ま
せ
ん
　
吋
の
ブ
レ
ー
キ
　
帰
宅
ま
で

瀬
　
え
　
麻
　
称

（
社
）
分
吉

下ヽ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

宴
仝
作
業
　
白
信
と
過
信
は
　
欲

一
童

小
　
原
　
稿
伎
子

（
社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

宴
仝
就
業
　
事
前
の
点
検
　
身
を
守
る

国
　
攻
　
信
　
男

（
れ
）
箸
顕
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

14ずriィ

安
全
就
業
標
器
の
来
彰
作
品

(8)



1警

建 各

会 報 需 珂R

(9)

「佳
作
作
品
」

お
は
よ
う
の
　
笑
顔

の
挨
拶
　

妥ヽ
仝
就
業

生
　
口
　
清
　
侮

（
社
）
諭
部
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

過
信
は
禁
物
　
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
に
　
濠
と
し
欠

”石
　
垣
　
保
　
子

（社
）
北
＊
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

確
認
は
　

い
く
ら
や

っ
て
も
　
お
わ
り
な
し

口
　
十
　
み

　
一

（
社
）
境
港
市
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

こ
の
工働
さ
　

ヘ
ル
メ

ッ
ト

い
ら
ぬ

ｄ
　
け
が

の
も
と

坪
　
分
　
工
　
明

（注
）
大
山
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

一
瞬

の
油
噺
許
さ
ぬ
　

景ヽ
仝
沈
業

谷
　
口
　
博
　
サ央

（
社
）
鳥
稟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

熊

工

Ｅ

求

り

承

ａ

ｒ

，

い

く

安
全
就
業
優
秀
団
体
に

（社
）
倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（社
）
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
の

平
成
二
十
年
度
安
全
就
業
優
秀
団
体
と
し
て
、
（社
）

倉
吉
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
県
内
で
は
初
め

て
最
高
の
栄
誉
に
選
ば
れ
六
月
二
十
六
日
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
定
期
総
会
に
お

表
彰
夜
　
　
　
ぃ
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

だ

揺

Ｔ

今
望
イ

殷

　

　

な

ぉ

、

鳥

取

県

内

で

過

去

夢
ルバー今
マイ
は夕
推
　

に
優
良
団
体
と
し
て
南
部
広

④

激
四陸
韓
籍
解
請

　

域
Ｓ
Ｃ

（平
成
十
四
年
度
）

鶉
雙

洋

来
影
し子

　

　

倉

吉

市

Ｓ

Ｃ

（
平

成

三

年

度

）

■曇
糸
夕
・番

　^
　
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

全
紅
欠
紹
こ
　

　

（写
真
は
表
彰
を
愛
け
る
倉

吉
市
Ｓ
Ｃ
野
島
理
事
長
）

算
の

゛

t
|

ち

ピ
脅
マ

t



一
平
成
十
九
年
麿

一■
下
期
事
業
実
施
状
況

第

二
回

通

常

理

事

会

平
成
二
十
年
三
月
十
八
日

（火
）
鳥
取
市
に
お
い

て
平
成
十
九
年
度
第
二
回
通
常
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
次
の
議
案
は
い
す
れ
も
原
案
の
と
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

翌峨
　
案

第

一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
収
支
補
正
予
算
書

覗
　
　
　
（案
）
に
つ
い
て

需
　
　
オ憂

百
璽
馘
案
　
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画

（案
）

報
　
　
　
に
つ
い
て

会
　
　
第
三
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂

（案
）

に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
職
員
退
職
手
当
規
程
の

一
部
改
訂

（案
）
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
予
算
書

（案
）

に
つ
い
て

説
明
　
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
平
成
十
九
年
度
都
道
府
県
連
合
会
会
長
会
議

の
概
要
に
つ
い
て

・
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
保
険
制
度
検
討
委
員

会
の
ま
と
め
に
つ
い
て

・
特
定
公
益
増
進
法
人

へ
の
認
定
申
請
に
つ
い

て
・
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
事
業
実
績
に
つ
い
て

・
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
る
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
連
合
会
業
務
執
行
体
制
に
つ

い
て

・
平
成
十
九
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い

て
・
平
成
二
十
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
実
施
状
況
報
告
に

つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
実
施
計
画

一
覧
表

・
平
成
十
九
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
実
績

第

二

回

通

常

総

倉

平
成
二
十
年
三
月
二
十
七
日

（木
）
鳥
取
市
に
お

い
て
平
成
十
九
年
度
第
二
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
議

長
に
（社
）
烏
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長

木
島
敏
行
氏
を
選
出
し
、
次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

翌峨
　
案

第

一
号
議
案
　
平
成
十
九
年
度
収
支
補
正
予
算
書

（案
）
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
事
業
計
画

（案
）

に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
職
員
給
与
規
程
の

一
部
改
訂

（案
）

に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
職
員
退
職
手
当
規
程
の

一
部
改
訂

（案
）
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
平
成
二
十
年
度
収
支
予
算
書

（案
）

に
つ
い
て

説
明

。
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
平
成
十
九
年
度
都
道
府
県
連
合
会
会
長
会
議

の
概
要
に
つ
い
て

・
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
連
合
保
険
制
度
検
討
委
員

会
の
ま
と
め
に
つ
い
て

・
特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
認
定
申
請
に
つ
い

て
・
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
の
事
業
実
債
に
つ
い
て

ｏ
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ
る
公
益
社
団
法
人

へ
の
移
行
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
連
合
会
業
務
執
行
体
制
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

・
平
成
十
九
年
度
事
業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
　
い

て
・
平
成
二
十
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
実
施
状
況
報
告
に

つ
い
て

・
平
成
二
十
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
実
施
計
画

一
覧
表

・
平
成
十
九
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
実
倭

凸
●
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会 報 需 覗

r`乳 塩軍が郵驚舎櫂戦銃攀
経

験

交

流

大

会

開

催

平
成
二
十
年

一
月
十
八
日

（金
）
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
倉
吉
市
に
お
い
て
、
経
験
交
流
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

Ｔ
盤

，
り
′
〓
イ
ー
ビ
ス

の

え

”
」
と

八
Ｚ
悛

う

抱
語
鷺

に

つ
い

て

基
調
講
演
に
は

（財
）
日
本
中
小
企
業
福
祉
事
業

財
団
東
京
事
務
所
理
事
所
長
佐
藤
仁
彦
氏
を
お
迎
え

し
、
「シ
ル
バ
ー
事
業
の
先
導
を
期
待
す
る
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
く
な
ど
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
烏
取
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
有
志
に
よ
る

『舞
踊

・
民

謡
シ
ョ
ウ
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

,

大
会
は
、
県
内
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職

員

・
会
員

・
市
町
村
の
担
当
者
の
方
々
百
十
三
名
の

参
加
の
も
と
、
宇
野
連
合
会
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

来
奮
一の
倉
吉
市
の
長
谷
川
市
長
、
烏
取
労
働
局
橋
本

職
業
安
定
部
長
、
烏
取
県
商
工
労
働
部
中
山
次
長
よ

り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

`t・ 1叛

'シ

ケげ'メ、蒻じ
ア′

一一
一
】

，
卜
●

‐
=li'労■11ョ誓

午
後
に
は
、
県
内
、
三
セ
ン
タ
ー
か
ら
次
の
事
例

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・

「会
員
組
織
の
活
性
化
と
就
業
機
会
等
の
拡
大

に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｎ

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　
　
い

事
務
局
長
　
士
口
　
田
　
壮
畑
　
一　

氏

・

「介
護
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
◆
後
の
課
題

に
つ
い
て
」

（社
）
智
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
西
　
尾
　
　
　
仁
　
氏

・

「独
自
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

（社
）
北
栄
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
　

石̈
　
炉
一　
　
　
毅
　
氏

叉
、
「今
後
の
適
正
就
業
に
向
け
て
」
の
講
話
を

（社
）
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
宇

野
治
巳
氏
よ
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
事
例
発
表
者
を
助
言
者
に
迎
え
て
質

疑
応
答
　
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

，

ィ

薄
卵

4
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第
三
回
鳥
取
県
ン
ル
バ
ー
人
材

ｔ
ン
タ
ー
事
務
局
長
会
索
開
催

平
成
二
十
年
二
月
四
日

（月
）
米
子
市
で
開
催
。

難峨
　
題

田
　
平
成
十
九
年
度
第
三
回
都
道
府
県
連
合
事
務

局
長
会
議
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
の
実
施
状
況
に
つ

い
て

口
　
鳥
取
労
働
局
高
齢
者
対
策
担
当
官
説
明

ω
　
そ
の
他

無

料

職

業

紹

介

Ｂ

派
遣
事
業
担
当
者
会
索

平
成
二
十
年
二
月
十
九
日

（火
）
倉
吉
市
に
お
い

て
開
催
。

田
　
平
成
十
八
年
度
無
料
職
業
紹
介
事
業
実
施
状

況
に
つ
い
て

口
　
平
成
十
九
年
度
各
セ
ン
タ
ー
無
料
職
業
紹
介

・

派
這
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

口
　
無
料
職
業
紹
介

・
派
遣
事
業
業
務
の
推
進
に

つ
い
て

福
祉

Ｂ
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

事
業
権
避
担
当
者
研
修
倉

平
成
二
十
年

一
月
二
十
九
日

（火
）
倉
吉
市
に
お

い
て
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
職
員
等
の
参

加
の
も
と
、
福
祉

・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
研
修

会
を
開
催
し
た
。

基
調
講
演
は
、
（社
）
浅
国
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
主
任
井
上
由
久
氏
に
よ
り
ま
す

『子
育
て
支
援

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

又
、
（社
）鳥
取
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
福
祉

・

家
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
岸
光
葉
氏
の

『福
祉

・
家

事
援
助
の
現
状
に
つ
い
て
』
の
事
例
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
（社
）
鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
仲
村
事
務
局
長
よ
り
企
画
提
案

方
式
事
業
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

講
演
、
発
表
等
に
つ
い
て
渚
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

会 報 烏 珂翼
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会 報 需 期

平成20舞霞ン=′ワークプログラム地域事業案施計画
シエアワークプログラム地域事業は、 (社 )鳥取県シルバー人材センター連合会が活動拠点の協力

のもと、多種多様な技能講習を事業主団体と連携を|よかりながら実施する事業です。講習の種類 |よ、

長期講習 (40時間を超える講習)と短期講習 (20時間を超え40時間迄)の 2種類となります。

平成20年度は、長期詰習 ]フ回 (介護講習4回含む)、 短期講習 ]O回を計画し、順次実施してお

ります。

1.長期講習

2.短期講習

蚤理事務補助 米子会場 5月 2フ日～ 6月 6日 9日 22名 22名 19名
倉吉会場 6月 2日～ 6月 2フ 日 9日 20名 22名 16名
鳥取会場 6月 10日 ～ 6月 20日 9日 22名 25名 25名経理事務補助
鳥取会場 6月 25日～ フ月 4日 8日 20名 26名 26名造園アシスタン ト I

米子会場 フ月 14日 ～ フ月24日 8日 20名 ]4名 14名フォークリフト
フ月 15日 ～ フ月25日 8日 20名 12名 12名保育 。子育て支援 境港会場

9日 20名事務補助 境港会場 8月 26日～ 9月 5日
8日 25名緑地管理アシスタン ト 倉吉会場 9月 1日～ 9月 ]0日
8日 20名社会保険労務士補助 鳥取会場 9月 8日～ 9月 12日
8日 20名社会保険労務士補助 米子会場 9月 24日～ iO月 3日
8日 20名社会保険労務士補助 倉吉会場 ]1月 4日～ 11月 13日
8日 20名オフィスクリーニング補助 米子会場 ]1月 5日～ 11月 14日
9日 22名造園アシスタン トⅡ 鳥取会場 ]]月 10日～ 11月 20日

介護講習 (2級課程)

20名 15名 10名訪間介護員養成研修 米子会場 6月 26日～ 8月 6日 23日
20名訪間介護員養成研修 倉吉会場 8月 20日～ 10月 2日 23日

訪間介護員養成研修 鳥取会場 ]0月 6日～ 11月 ]フ 圏 23日 20名
訪間介護員養成研修 境港会場 ]0月 15日～ ]]月 26日 23日 20名

351名長  期  計 長期講習 1フ回

岩美会場 フ月 1日～ フ月 フ日 6日 20名 20名 20名緑地管理アシスタン ト
5日 20名造園アシスタン ト 智頭会場 日9月  日～  月
5日 15名子育て支援講習 米子会場 8月 25日～ 8月 29日
6日 ]5名警備業務補助 鳥取会場 9月 25日～ ]①月 2日
6日 15名警備業務補助 米子会場 10月 23日～ ]0月 30日
5日 15名子育て支援 倉吉会場 12月 1日～ 12月 8日

15名農業支援 南部会場 1月 26日～ 1月 30日 5日
15名室内装飾アシスタン ト 北栄会場 1月 26日～ 1月 30日 5日

室内装飾アシスタン ト 倉吉会場 2月 2日～ 2月 フ日 5日 ]5名
室内装飾アシスタン ト 鳥取会場 2月 16日 ～ 2月 20日 5日 20名

短期講習 ]O回 165名短  期  計

長期請習十短期講習 516名計総
△
匠 l

〔13)



健
康
シ
町
！
秦
⑬

山
陰
労
災
病
院

泌
尿
器
科
部
長

渡

部

信

之

お
し
っ
こ
が
近
い
、
漏
れ
て
し
ま
う
と
い
う
方
の

一取
　
中
に
は
、
年
を
と
っ
た
の
で
仕
方
が
な
い
と
考
え
て

烏

　
お
ら
れ
る
方
も
少
な
か
ら
ず
い
ら
つ
し
や
る
よ
う
に

鋼
　
田
心
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
頻
尿
、
尿
失
禁
り
大
部
分

は
治
療
に
よ
っ
て
治
癒
、
あ
る
い
は
改
善
す
る
の
で

す
。
そ
こ
で
、
頻
尿
、
尿
失
禁
の
種
類
と
治
療
に
つ

・　
　
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

「週
活
動
膀
脱
」
…
…
間
に
合
わ
な
い
―
―

突
然
に
起
こ
る
強
い
尿
意
の
た
め
頻
尿
と
な
っ
た

り
尿
が
漏
れ
た
り
す
る
状
態

（切
迫
性
尿
失
禁
）
で

あ
り
、
水
道
や
ト
イ
レ
で
水
の
流
れ
る
音
を
聞
く
と

急
に
尿
意
を
も
よ
お
す
よ
う
な
方
は
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
日
本
で
は
４０
歳
以
上
の
人
の
１
２

・
４
％
、

約
８
４
０
万
人
が
こ
の
状
態
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

ち
な
み
に
刑
歳
代
で
は
２０
～
３０
％
、

８０
歳
代
で
は
４０

％
近
く
の
方
が
過
渚
動
膀
肌
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

週
渚
動
膀
眺
の
治
療
に
は
頻
尿
治
療
剤
の
内
服
が
と

て
も
有
効
で
あ
り
、
大
量
の
尿
失
禁
が
あ
っ
た
方
も

含
め
て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
の
頻
尿
、
尿
失
禁
が
消
失

あ
る
い
は
軽
減
し
ま
す
。
頻
尿
治
療
剤
は
内
服
を
中

断
す
れ
ば
効
果
は
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
長
期
に
わ

た
り
内
服
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
症
状
の
軽
い

方
で
は
必
要
に
お
お
じ
て

（旅
行
、
行
事
な
ど
の
際
）

内
服
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
週
活
動
膀
眺
の
中
に

は
脳
梗
塞
、
脳
出
血
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
損

傷
な
ど
、
脳
か
ら
膀
眺
へ
至
る
神
経
の
異
常
の
た
め

に
お
こ
る
神
経
因
性
の
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
脳

疾
患
に
基
づ
く
週
活
動
膀
眺
の
場
合
に
も
頻
尿
治
療

剤
が
有
効
で
す
。

過
汚
動
膀
眺
に
は
膀
眺
炎
や
結
石
、
時
に
は
腫
瘍

な
ど
に
よ
る
刺
激
に
よ
っ
て
起
こ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
頻
尿
治
療
剤
は
膀
眺
の
収
縮
力
を
低
下

さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
、
残
尿
の
あ
る
場
合
に
は
、
さ

ら
に
残
尿
が
増
加
し
た
り
、
ま
っ
た
く
尿
が
出
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
尿
検
査
に

異
常
が
あ
る
場
合
や
残
尿
の
あ
る
場
合
に
は
、
ま
す

原
因
と
な
っ
て
い
る
疾
患
の
治
療
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

「腹
圧
性
尿
失
禁
」
…
…
咳
や
く
し
や
み
で
漏
れ

る
Ｉ
・Ｉ
・

咳
や
く
し
ゃ
み
の
出
た
と
き
、
急
に
立
ち
上
が

っ

た
り
重
い
も
の
を
持
ち
上
げ
た
り
し
た
と
き
な
ど
、

お
腹
に
力
を
入
れ
た
と
き
に
尿
が
漏
れ
る
状
態
で
す
。

一
般
に
、
寝
て
い
る
と
き
に
は
、
お
腹
に
力
が
入
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
昼
間
中
心
の
頻
尿
、
尿
失
禁
と

な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
は
女
性
で
、
尿
道
括
絢
筋
を

含
む
骨
盤
低
筋
群
が
弱
く
な
っ
た
た
め
に
起
こ
る
と

考
え
ら
ま
す
。
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
産
ん
だ
方
、
肥

満
の
方
に
多
く
、
高
齢
に
な
る
と
増
加
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
大
規
模
な
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
あ
り
ま
す

が
、
成
人
女
性
で
の
腹
圧
性
尿
失
禁
の
あ
る
方
の
率

は
こ
く
わ
す
か
な
も
の
ま
で
含
め
る
と
２０
％
～
５０
％

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

腹
圧
性
尿
失
禁
の
治
療
薬
と
し
て
は
あ
る
種
の
抗

う
つ
薬
や
気
管
支
拡
張
剤
を
用
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

薬
は
尿
道
を
閉
め
る
作
用
が
あ
り
、
腹
圧
性
尿
失
禁
　

，

に
有
効
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１４

週
活
動
膀
肌
の
際
に
用
い
る
頻
尿
治
療
剤
は
基
本
　
に

的
に
有
効
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
腹
圧
性

尿
失
禁
と
週
活
動
膀
肌
の
混
合
型
の
方
も
か
な
り
多

い
こ
と
か
ら
、
頻
尿
治
療
剤
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
薬
で
は
飲
ん
で
い
る
間
し
か
効
果
が
な

い
こ
と
も
あ
り
、
症
状
が
高
度
で
な
け
れ
ば
尿
失
禁

に
対
す
る
体
操
、
尿
道
、
肛
門
を
閉
め
る
運
動
も
オ

ス
ス
メ
で
す
が
、
体
操
に
よ
り
尿
道
や
骨
盤
低
筋
の

筋
力
を
強
化
す
る
に
は
、
少
な
く
と
も
３
ヶ
月
以
上

続
け
、
症
状
軽
減
後
も
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
症
状
が
高
度
の
方
で
は
手
術

（入
院
２
～
フ

日
程
度
）
が
オ
ス
ス
メ
で
す
。

手
術
ま
で
は
希
望
し
な
い
が
薬
で
は
不
十
分
の
方



に
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
と
い
う
物
質
を
尿
道
の
周
囲
に
注

射
し
て
尿
道
抵
抗
を
増
し
、
尿
失
禁
を
抑
え
る
方
法

（外
来
ま
た
は
１
泊
入
院
）
も
あ
り
ま
す
。
電
気
刺

激
も
あ
る
程
度
有
効
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
近
隣
の

施
設
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

「奇
異
性
尿
失
禁
」

膀
眺
内
に
大
量
の
尿
が
溜
ま
り
、
膀
眺
内
の
圧
力

が
高
ま
り
溢
れ
出
す
状
態
。
膀
肌
内
の
残
尿
が
比
較

的
少
な
い
状
態
の
と
き
は
、
週
渚
動
膀
眺
と
同
様
に

強
い
尿
意
を
我
慢
で
き
ず
に
お
し
っ
こ
が
漏
れ
て
し

ま
う

（切
迫
性
尿
失
禁
）
状
態
と
な
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
さ
ら
に
残
尿
が
大
量
と
な
る
と

眼
　
を飛
づ
か
ぬ
う
ち
に
頻
繁
に
尿
が
漏
れ
る
よ
う
に
な
り

一鳥
　
ま
す
。
前
立
腺
肥
大
症
、
前
立
腺
癌
、
尿
道
狭
窄
、

鋼
　
尿
道
膀
眺
癌
な
ど
の
下
部
尿
路
の
通
週
障
害
を
起
こ

す
疾
患
や
脊
髄
損
傷
、
胃
盤
腔
の
手
術

谷直
腸
癌
、

子
富
癌
な
ど
）
、
糖
尿
病
な
ど
の
膀
肌
の
収
縮
力
が

・　
　
弱
く
な
る
よ
う
な
疾
悪
の
際
に
み
ら
れ
ま
す
。
稀
な

病
状
で
す
が
、
放
置
す
れ
ば
腎
不
全
と
な
り
、
生
命

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

奇
異
性
尿
失
禁
の
治
療
に
は
、
多
く
の
場
合
、
薬

物
療
法
は
有
効
で
は
な
く
、
前
立
腺
肥
大
症
な
ど
の

下
部
尿
路
の
通
週
障
害
で
は
手
術
と
な
り
ま
す
。
前

立
腺
肥
大
症
で
は

一
般
に
経
尿
道
的
な
内
視
鏡
手
術

で
あ
り
５
～
１０
日
の
入
院
が
必
要
で
す
。
前
立
腺
肥

大
症
は
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
起
こ
る
病
気
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
手
術
を
受
け
ら
れ
る
方
の
平
均
年
齢
は
丙

歳
程
度
で
あ
り
、

９０
歳
を
超
え
て
か
ら
手
術
を
受
け

ら
れ
る
方
も
時
々
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
膀
肌
の
収
縮

力
が
弱
く
な
る
よ
う
な
疾
患
で
は
間
歌
自
己
導
尿
と

い
っ
て
、
短
日
何
度
も
自
分
で
尿
道
か
ら
膀
肌
内
ま

で
専
用
の
管

（カ
テ
ー
テ
ル
）
を
入
れ
て
尿
を
出
し

ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
お
し
っ
こ
が
近
く
な
っ
た
り
、
漏

れ
た
り
原
因
と
し
て
以
下
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

多
尿
に
よ
る
頻
尿
…
…
正
常
な
状
態
で
は
、　
一
回

に
出
る
尿
の
量
は
約
２
０
０
ｍ‐
、　
一
日
の
尿
量
は
―

２
０
０
～
１
５
０
０
ｍ‐
、　
一
日
の
排
尿
回
数
は
６
～

８
回
で
す
。
高
齢
に
な
る
と
水
分
摂
取
量
が
少
な
く

な
り
、
脱
水
と
な
っ
た
り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
が

起
き
や
す
い
状
態
と
な
る
た
め
、
水
分
を
多
め
に
摂

る
事
が
奨
め
ら
れ
ま
す
が
、
水
分
摂
取
が
多
す
ざ
る

と
頻
尿
と
な
り
ま
す
。
「水
は

一
日
に
何
リ
ッ
ト
ル

飲
ん
だ
ら
い
い
で
し
よ
う
か
」
診
察
の
際
に
も
よ
く

間
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、　
一
日
に
ど
れ
だ
け
水
を
飲
ん
だ
ら
良
い

か
、
決
ま
っ
た
量
は
な
い
の
で
す
。

暑
い
日
や
激
し
い
運
動
を
し
て
、
た
く
さ
ん
汗
を

か
い
た
と
き
に
は
た
く
さ
ん
の
水
分
を
摂
る
必
要
が

あ
り
、
寒
い
日
に
は
少
し
の
水
分
で
よ
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
水
分
摂
取
量
が
多
い
か
少
な
い
か
を
確

認
し
た
い
と
き
に
は
、　
一
日
の
尿
の
量
を
測

っ
て
み

ま
す
。
目
安
と
し
て
は
、　
一
日
の
尿
量
が
１
０
０
０

ｍ‐
よ
り
少
な
け
れ
ば
水
分
摂
取
が
少
な
す
ぎ
、
２
０

０
０
ｍ‐
よ
り
多
け
れ
ば
水
分
摂
取
が
多
す
ざ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

夜
間
頻
尿
…
…

一
旦
眠
っ
て
か
ら
、
朝
ま
で
に
２

回
以
上
排
尿
す
る
場
合
を
夜
間
頻
尿
と
い
い
ま
す
。

原
因
は
膀
肌
、
尿
道
、
前
立
腺
な
ど
泌
尿
器
科
的
な

も
の
、
不
眠
、
多
尿
が
三
分
の

一
す
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
二
つ
以
上
の
原
因
が
あ
る
こ
と
も
多
く
、

原
因
に
あ
っ
た
治
療
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
し
っ
こ
が

〃近
い
、
漏
れ
る
″
と
言
っ
て
も
、

い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
が
、

ほ
と
ん
ど
は
、
間
に
合
わ
な
い
タ
イ
プ
か
咳
や
く
し
ゃ

み
で
漏
れ
る
タ
イ
プ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
場
　

，

合
に
は
薬
な
ど
に
よ
り
症
状
の
消
失
あ
る
い
は
改
善
　
簡

が
期
待
で
き
ま
す
。
症
状
の
軽
い
方
で
は
、
旅
行
な
　
に

ど
お
し
っ
こ
が
漏
れ
た
り
、
近
く
な
る
と
困
る
と
き

だ
け
薬
を
飲
む
こ
と
も
出
来
ま
す
。
ま
た
、
大
部
分

の
頻
尿
、
尿
失
禁
は
本
人
が
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

必
ず
し
も
治
療
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
中
に
は
奇
異
性
尿
失
禁
の
よ
う
に
放
置
す
れ
ば

腎
不
全
と
な
っ
た
り
、
寿
命
も
短
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
相

談
し
て
頂
く
か
、
泌
尿
器
科
で
買
診
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



版
画
と
子
供
と
祗
と

硼
米
子
広
域
シ
ル
、
―

人
材
セ
ン
タ
ー

岡

本

茂

巳

作
品
展
の
会
場
で

「な
ぜ
木
版
回
を
始
め
た
の
」

「そ
の
き
っ
か
け
は
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

阻
　
　
ャ⊆
の
返
事
は
と
て
も
難
し
く
、
な
ん
と
か
意
味
づ

需
　
け
て
お
話
し
で
き
れ
ば
と
思
う
の
で
す
が
、
誰
に
教

報
　
ゎ
る
で
な
く
見
様
見
真
似
の
素
人
版
画
を
自
認
す
る

会
　
私
に
と
っ
て
は
理
論
的
に
語
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま

ま
に

「た
だ
、
な
ん
と
な
く
興
味
を
惹
か
れ
て
」
と

か

「絵
を
描
く
の
が
好
き

で
」
と
云
う
よ
り
ほ
か
に
　
と

答
え
よ
う
が
無
く
、　
つ
い

つ
い
口
こ
も

っ
て
し
ま
い
　
・

ま
す
。

◆
か
ら
２０
年
ほ
ど
前
、

都
内
の
あ
る
デ
パ
ー
ト
で

版
画
教
室
の
コ
ー
ナ
ー
を

覗
い
た
折
、
絵
か
ら
刷
り

ま
で
の
行
程
を
見
て
、
未

知
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
た

の
は
確
か
だ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
私

の
木
版
画
は
単
純
な
興
味
本

位
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ

た
気
も
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
勝
手
気
ま
ま
に

絵
を
描
き
板
を
彫
っ
て
過
こ

す
こ
と
に
な
る
気
が
い
た
し

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
「私
の
師
匠
」

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

そ
れ
は

「子
供
達
」
と
云
う

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

◆
、
私
の
と
こ
ろ
に
は
数

人
の
小
学
生
が
来
て
い

ま
す
。
勉
強
に
も
息
抜
き
が

必
要
で
、
そ
ん
な
時
に
は
、

絵
を
描
い
た
り
童
話
を
よ
ん
だ
り
、
子
供
　
た
ち
の

話
を
聞
い
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
　
な
時
、
私
は

「子

鰤

ど
も
と
視
線
を
同
じ
に
し
て
」

と
い
う
心
地
よ
い
言
葉
は
捨

て
る
よ
う
に
　
し
て
い
ま
す
。

所
詮
子
供
達
と
の
習
慣
的
距

離
は
縮
め
よ
う
が
あ
り
ま
せ

ん
し
、
近
づ
こ
う
と
す
る
と

却

っ
て
無
理
が
生
じ
て
、
ざ

く
し
や
く
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
か

っ
た
か
ら
で
す
。

子
供
た
ち
の
絵
を
そ

っ
く

り
真
似
て
版
画

与
″多
み
た
こ
と
も
あ

こ
ろ
が
、
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
本
物
と
似
て
も
似

つ
か
わ
し
く
な
い
大
人
の
絵
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
染
み
つ
い
た
大
人

の
汚
れ
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
作
品
で
あ
り
、

心
の
表
現
を
失
っ
た
、
も
の
も
の
し
い

「物
」
で
し

た
。

「下
手
も
絵
の
う
ち
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

芸
術
的
な
絵
は
プ
ロ
に
お
任
せ
し
て
、
私
は
こ
れ

か
ら
も
子
供
達
と

一
緒
に
冒
険
の
旅
に
加
わ
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

だ

っ
て
、
人
生
８０
年
を
５０
歳
プ
ラ
ス
３０
歳
と
い
う

「団
塊
」
と
い
う
呼
び
名
で
区
切
る
こ
と
自
体
お
か

し
い
の
で
、

８０
年
を
冒
険
時
代
と
考
え
る
の
は
不
自ヽ

然
な
こ
と
で
し
よ
う
か
。

百

尋

に
仕
上
げ
て

り
ま
す
。
と

● ●
才

■
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会―報 鳥 珂R

（社
）智
頭
町
シ
ル
バ
ー
人
材
也
ン
タ
ー

事
務
局
長
　
而
】

屋
中　
　
　
　
一仁

平
成
十
年
四
月

一
日
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
大
き
く
応
え
る
べ
く
、
智
頭
町

大
互
助
会
と
し
て

「気
軽
で
便
利
」
「早
く
丁
寧
で
安
い
」
を
モ
ッ
ト
ウ
と
し
て
、

登
録
会
員
百
五
十
名
で
発
足
し
ま
し
た
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
三

年
後
に
は
会
員
数
も
三
百
名
を
超
え
、
新
た
に
社
団
法
人
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。

当
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
に
対
す

る
期
待
は
想
像
以
上
で
あ
り
、
会

員
及
び
役
職
員
は
懸
命
に
対
応
し
、

現
在
で
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
で
あ
る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
三
月
二
十
六
日
に
通
常

総
会
終
了
後
、
設
立
十
週
年
記
念

式
典
を
さ
さ
や
か
で
あ
り
ま
し
た

が

「智
頭
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
」

で
行
い
ま
し
た
。

来
雷
｛に
、
智
頭
町
長
織
田
洋
氏
、

鳥
取
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長
仲
村

一
男
氏
、
智
頭
町

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
西
村
好
史

氏
の
こ
臨
席
を
賜
り
、
式
典
で
石
谷
理
事
長

（当
時
）
は
、
「現
在
我
が
国
は
他

に
例
を
見
な
い
高
齢
者
社
会
と
な
り
、
当
智
頭
町
に
お
い
て
も
◆
後
更
に
超
高
齢

者
社
会
の
到
来
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
役
割

は
益
々
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
十
周
年
の
節
目
を
契
機
に
先
輩
諸
氏
の
築
か

れ
た
」
礎
を
更
に
強
固
な
も
の
に
す
る
為
、　
一
層
の
事
業
運
営
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

フ
ぜ

Ｏ
Ｅ
口

こ
来
奮
一各
位
か
ら
丁
重
な
こ
祝
辞
を

い
た
だ
き
、
続
い
て
、

設
立
十
日
年
記
念
式
典

石谷理事長のあいさつ

役
員
と
し
て
十
年
間
、
当
セ
ン
タ
ー
事

業
に
功
績
の
あ
っ
た
六
名
の
か
た
の
表

彰
を
行
い
、
最
後
に
記
念
講
演
と
し
て

智
頭
病
院
院
長
漫
燈
尚
文
氏
に
よ
る

「元
気
な
高
齢
者
」
を
目
指
し
て
の
演
　
ｎ

題
で
高
齢
者
に
対
す
る
健
康
法
な
ど
と
　
い

て
も
参
考
に
な
る
お
話
を
い
た
だ
き
、

式
典
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
十
年
間
、
町
民
の
皆
様
の
温
か

い
こ
支
援
は
も
と
よ
り
、
智
頭
町
を
始

め
と
す
る
関
係
行
政
機
関
の
こ
協
力

・

こ
支
援
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
共
に
、

こ
れ
か
ら
も
益
々
の
こ
協
力

。
こ
指
導

を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
、
更
な
る
十
年
、
二
十
年
を
目
指

し
会
員
、
役
職
員

一
丸
と
な
リ
セ
ン
タ
ー

事
業
を
盛
り
立
て
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

※
写
真
は

「記
念
講
演
」
を
行
う
智
頭
病
院
院
長
　
濱
崎
尚
文
氏



日
南
阿
ン
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

霧

星

塩

見

克

巳

日
南
阿
は
、
鳥
取
県
の
西
南
に
位
置
し
平
成
二
十

一
年
に
町
制
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
齢
化
の
進
ん
だ
週

疎
の
町
で
す
。
し
か
し
、
平
成
の
大
合
併
で
は
、
あ

え
て
合
併
の
道
を
選
ば
ず
、
生
き
残
り
を
か
け
た
単

独
の
道
を
選
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
習
同
齢

化
で
ま
ち
づ
く
り
」

を
合
言
葉
に
、
地
昧

で
は
あ
る
が
次
の
世

代
に
パ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
べ
く
、
着
実
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成

十
二
年
十

一
月
、
行

政
の
指
導
と
援
助
を

受
け
、
日
南
阿
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
以
来

八
年
目
を
迎
え
て
お

り
ま
す
が
、
諸
課
題

を
抱
え
厳
し
い
運
営
状
況
に
あ
り
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題

過
去
、
平
成
十
六
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
会
員
数

が
百
十
数
名
に
な
り
、
仕
事
も
順
調
な
伸
び
を
し
て

い
た
が
そ
れ
以
後
、
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
現
在
は
、

九
十
名
を
割

っ
て
お
り
ま
す
。
六
十
才
台
前
半
の
、

い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
加
入
者
が
少
な
く
、
会
員
の
増

強
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

受
注
件
数
及
び
契
約
高
は
、
横
ば
い
状
態
で
す
が
、

年
間
を
通
じ
て
受

注
に
大
変
む
ら
が

有
り
、
夏
場
の
仕

事
と
冬
期
間
の
仕

事
の
量
が
大
幅
に

違
う
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
公
共
的

施
設
等
の
年
間
契

約
に
よ
り
、
極
端

に
落
ち
込
む
こ
と

は
な
い
が
、
就
労

会
員
が
固
定
化
す

る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
年
間
を
通
じ

て
全
く
就
労
し
な

い
会
員
が
三
割
程

度
お
り
、
就
業
率

の
低
下
に
繋
が

っ

て
お
り
ま
す
。

過
去
、
各
種
の
講
習
会
の
開
催
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
会
員
の
技
術
カ
ア
ッ
プ
等
に
は
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
直
接
就
労
に
繋
が

っ
て
い
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。

叉
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
、
国
の
Ｓ
Ｐ
事
業
へ
の

対
応
も
変
わ
り
、
セ
ン
タ
ー
が
行

っ
て
い
た
第
二
種

講
習
が
出
来
な
く
な
っ
た
。

毎
年
の
総
会
、
新
年
の
交
流
会
に
は
、
会
員
が

一

同
に
集
う
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、
◆
後
も
、
親
睦
を

深
め
行
政
の
援
助
を
期
待
し
な
が
ら
、
地
域
の
二
十

ズ
に
応
え
て
就
労
し
て
行
く
よ
う
心
が
け
て
行
き
ま

す
。

会 報 烏 覗
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会
長

の
広
場
　
一

企
百
提
案
　
子
育
て
支
援
事
堂

『
子
ど
も
ふ
れ
あ
い
ω
望
』

常
滝
に
よ
る
苫
労
誌

硼
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

小

笹

暁

美

昨
年
十

一
月
頃
だ
っ
た
と
思
う
が
米
子
広
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
事
業
拡
大
の

一
環
と
し
て

子
育
て
支
援
事
弟
に
着
手
し
た
い
と
の
由
、
そ
れ
を

取
　
先
す
加
茂
班
で
実
施
し
、
成
功
す
れ
ば
順
次
拡
大
し

需
　
た
い
と
の
由
、
当
班
責
任
重
大
で
あ
る
。

報
　
　
即
、
役
員
会
議
に
計
り
引
受
を
決
定
、
明
年
の
四

会
　
月
開
所
に
む
け
行
動
開
始
先
ず
は
会
場
の
確
保
。
幸

い
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
の
持
家
が
空
い
て
お
り
、

早
速
交
渉
の
末
、
快
諾
を
得
て
先
す
は

一
安
心
。
本

番
の
子
供
さ
ん
方
に
い
か
に
し
て
参
加
し
て
も
ら
う

か
、
た
ま
た
ま
私
が
加
茂
公
民
館
で
子
供
地
域
渚
動

支
援
事
業
を
担
当
し
て
い
る
関
係
で
、
早
速
公
民
館

長
に
相
談
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
吉
田
事
務
局

長
同
伴
で
加
茂
小
学
校
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
に
挨

拶
、
子
育
て
支
援
事
業
の
チ
ラ
シ
の
配
布
の
協
力
要

請
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
校
か
ら
二
回
に
わ
た
り
子
供
さ

ん
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

公
民
館
か
ら
も
広
報
紙

（か
も
め
）
に
掲
勃
し
て
い

た
だ
き
、
応
募
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

現
在
、
小
学
校
が
実
施
し
て
い
る

「な
か
よ
し
学

級
」
は
放
課
後
か
ら
十
七
時
ま
で
学
校
に
お
い
て
子

供
さ
ん
を
預
か
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
◆
年
度
の
応

募
者
は
定
員
四
十
名
に
対
し
て
九
十
名
の
応
募
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
で
、
倍
以
上
の
子
供
さ
ん
が
仲
良
し
学

級
に
入
れ
な
か
っ
た
の
で
、
当
然
シ
ル
バ
ー
の
子
育

て
支
援
事
業
に
利
用
申
込
み
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
た
が
、
説
明
会
に
出
席
が
あ
っ
た
の
は
た
っ
た

一

名
、
電
話
の
方
が

一
名
、
申
込
書
を
取
り
に
来
た
人

が

一
名
の
計
三
名
で
、
寂
し
い
限
り
で
六
月
時
点
で

の
利
用
者
は
三
名
と
な
っ
た
。

七

・
八
月
の
夏
休
み
特
別
対
策
で
は
、
十
六
名
の

申
込
者
が
あ
っ
た
が
、
九
月
以
降
が
ど
う
な
る
か
心

配
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
区
子
供
会
と
も
話
し
合
い
な
が

ら
協
力
を
得
て
、
◆
後
の
対
策
を
立
案
し
て
先
す
は

長
い
茨
の
道
だ
と
思
う
が
、
笑
顔
で
迎
え
ら
れ
る
日

が

一
日
も
早
く
来
る
様
、
全
員
で

一
丸
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ノノ
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改
屋
セ
訪
ね
て

硼
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

川
内
野
　
節
　
允

以
前
か
ら

一
度
行
っ
て
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
弁

柄

（ベ
ン
ガ
ラ
）
で
有
名
な
岡
山
県
成
羽
町
の
吹
屋

を
訪
ね
た
。
吹
屋
は
国
か
ら

「吹
屋
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
「吹
屋

ふ
る
さ
と
村
」
の
名
で
観
光
地
に
な
っ
て
い
る
。

米
子
か
ら
根
雨
を
抜
け
百
八
十
号
線
を
新
見
市
を

目
指
し
て
走
る
途
中
の
明
智
峠
展
望
台
で
小
休
止
、

は
る
か
に
遠
く
大
山
と
鳥
取
県
側
の
大
小
様
々
な
山

鵬
　
が
重
な
り
、
そ
の
谷
間
に
漂
う
雲
海
は
実
に
す
ば
ら

需
　
し
い
眺
め
で
あ
る
。

報
　
　
県
境
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
坂
を
下
る
と
千
屋
温
泉
、

会
　
千
屋
牛
の
産
地
で
あ
る
新
見
市
の
千
屋
を
す
ぎ
、
高

梁
川
を
渡
り
川
沿
い
に
向
か
う
ゆ
る
や
か
な
山
道
を
、

二
十
分
ほ
ど
走
る
と
そ
こ
が

「吹
屋
ふ
る
さ
と
村
」

で
あ
る
。

駐
車
場
に
車
を
止
め
、
少
し
登

っ
た
三
叉
路
に
立

つ
と
忽
然
と
現
れ
た
時
代
劇
の
セ
ッ
ト
に
迷
い
込
ん

だ
よ
う
な
風
景
が
広
が

っ
て
い
る
。
右
に
折
れ
た
な

だ
ら
か
な
坂
道
を
下
る
。
建
物
が
遠
い
音
に
戻
っ
た

よ
う
な
雰
囲
気
で
し
か
も
街
全
体
が
赤

っ
ぼ
い
色
、

茜
色
と
で
も
言
う
の
か
空
気
ま
で
染
ま
っ
て
居
る
よ

う
で
あ
る
。

建
物
の
中
に
は
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
の
も
の
も
あ

り
主
な
建
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な
説
明
版
が
取
り

付
け
て
あ
り
、
時
代
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
建
築
様
式

に
違
い
が
あ
る
の
も
興
味
深
く
、
そ
の
時
代
を
生
き

た
人
々
の
姿
と
建
物
と
重
ね
あ
わ
せ
て
想
像
し
て
見

る
の
も
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

街
の
中
に
は
所
々
土
産
物
を
売
る
店
も
あ
り
、
吹

屋
で
し
か
見
ら
れ
な
い
産
物
も
あ
り
、
店
を
覗
き
な

が
ら
の
散
策
は
楽
し
く
結
構
時
間
を
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
る
。

街
並
み
の
中
程
か
ら
通
り
を
外
れ
、
山
側
に
少
し

登

っ
て
小
さ
な
堀
切
を
抜
け
る
と
、
盆
地
の
様
な
場

所
に
出
る
。
ま
さ
に
忽
然
と
言
う
感
じ
で
前
方
の
森

中
に
古
い
洋
館
が
現
れ
た
。
大
正
ロ
マ
ン
と
言
う
の

か
実
に
懐
か
し
く
郷
愁
を
か
き
立
て
ら
れ
る
眺
め
で

あ
る
。
◆
も
小
学
校
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
、

生
徒
数
は
十
数
人
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

次
に
訪
ね
た
の
が
山
あ
い
の
道
を
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
走

っ
た
所
に
或
る
広
兼
邸
で
あ
る
。
当
時
の

庄
屋
で
広
兼
元
治

（
二
代
目
）
が
享
和
、
文
化
の
頃

銅
山
と
ベ
ン
ガ
ラ
の
原
料
製
造
を
営
み
巨
万
の
富
を

築
き
、
そ
の
財
力
で
文
化
七
年

（
一
八

一
〇
年
）
に

建
築
し
た
邸
で
、
急
峻
な
山
腹
に
そ
そ
り
立
つ
城
郭

を
思
わ
せ
る
雄
大
な
構
え
で
、
下
か
ら
の
眺
め
は
抜

群
で
あ
る
。

石
組
み
の
急
な
坂
を
登
り
、
門
番
部
屋

・
不
寝
番

部
屋
が
付
い
た
楼
門
を
く
ぐ
る
、
山
の
斜
面
に
あ
る

せ
い
か
建
物
の
大
き
さ
か
ら
見
る
と
思
っ
た
よ
り
庭

が
狭
い
感
じ
が
す
る
。

本
宅
は
約
百
坪
、
離
れ
座
敷

・
長
屋

・
土
蔵
が
合

わ
せ
て
百
坪
以
上
も
あ
る
。

面
白
い
の
は
、
厩
の
配
置
が
屋
敷
の
左
側
に
在
る

長
屋
の
中
と
、
右
奥
の
二
ヶ
所
に
あ
っ
て
奥
の
方
は

当
主
の
乗
馬
用
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
他
種
こ
ん
に
ゃ

く
保
存
室
な
ど
も
あ
っ
て
、
当
時
の
大
庄
屋
の
暮
ら

し
振
り
な
ど
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
興
味
が
尽
き
な
い

楽
し
い
小
旅
行
で
こ
れ
か
ら
も
何
度
も
訪
ね
て
み
た

い
と
思
い
な
が
ら
帰
途
に
就
い
た
。

(20)



永
韓
４
冷
に
参
加
一
モ
∵

訪
問
↑
護
嚢
番
戒
４
倦

一
２
額
課
淫
一
に
参
力
し
て

（米
子
会
場
）

南

里累
　
山
　
一呂
寿
美

６
月
２６
日
か
ら
、
８
月
６
日
ま
で
行
わ
れ
た
訪
間

で
も
、
そ
の
度
に
み
ん
な
で
励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

訪
間
介
護
員
の
仕
事
は
、
身
体
上

・
精
神
上
の
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
を

一
人
で
は
で
き
な
い
人
の

「身
体
介
護
」
「生
渚
援
助
」
「相
談
　
助
言
」
で
す
。

私
が
お
も
っ
て
い
た

（お
世
話
を
す
る
）
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

食
事

・
排
泄

・
入
浴
等
の
介
助

・
掃
除

・
洗
濯

・

買
い
物

・
調
理
等
の
日
常
生
渚
を
常
に
利
用
者
の
立

場
に
立

っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
。
そ
の
人
の

（生

活

。
身
体

。
心
）
を
よ
く
理
解
し
て
、
そ
の
人
が

「何
を
や
り
た
い
か
」
「自
分
で
何
が
で
き
る
か
」
、

自
立
の
可
能
性
を
見
つ
け
、

希
望
と
目
標
を
共
に
達
成
で

き
る
よ
う
に
す
る

「自
立
支

援
」
が
基
本
で
し
た
。

大
切
な
生
命
、
生
渚
に
携

わ
る
仕
事
で
あ
り
、
専
門
的

な
知
識
と
技
術
が
必
要
で
あ

る
こ
と
を
学
び
、
実
感
し
ま

し
た
。

介
護
実
習
、
訪
間
介
護
同

行
実
習
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
提

供
見
学
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

‐３４
時
間
の
全
課
程
を
終
了
し

て
、
８
月
６
日
に
受
講
者
全

員
、
修
了
証
書
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
修
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
方
、
熱
意
あ
る
講
師
の

介
護
員
養
成
研
修

「２
級
課

取
　
程
」
を
受
講
し
よ
う
と
思
っ

需
　
た
の
は
、
私
自
身
も
還
暦
を

報
　
迎
え
、
高
齢
者
に
前
進
中
、

会
　

こ
れ
か
ら
、
ど
う

「自
分
ら

し
く
生
き
て
い
け
る
の
か
」

「何
か
で
き
る
か
」
と
、
自

分
に
問
い
か
け
て
応
募
し
ま

し
た
。

初
日
は
、
受
講
者
全
員
が

緊
張
と
不
安
の
中
で
座
学
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
同
年
代

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
日
毎

に
笑
顔
が
見
え
、
笑
い
声
も 音Б

田丁

方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

こ
ざ
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
み
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
家
族
の
健
康
管
理
に
気
を

つ
け
な
が
ら
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
か
ら

一
つ
で
も

喜
び
を
感
じ
な
が
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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事
務
補
財
蓋
誓
セ
夏
甘
て（倉

吉
会
場
）

倉

士
国

市宍
　
一戸

千
　
衣

団
塊
の
世
代
真
っ
只
中
、
人
生
の
３
分
の
２
が
終

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
◆
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
何
人

の
人
と
知
り
合
い
、
ど
れ
だ
け
の
知
ら
な
い
こ
と
を

残
し
て
人
生
終
わ
る
の
だ
ろ
う
か

。
・
・
事
情
は
と

も
あ
れ
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
た
と
後
悔
仕
切

り
で
し
た
。

あ
る
日
、
息
子
が
パ
ソ
コ
ン
の
お
下
が
り
を
家
に

セ
ッ
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
気
後
れ
し
、
何
か
月

も
そ
の
ま
ま
状
態
。

し
か
し
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た

お
か
げ
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
い

た
だ
き

谷ま
だ
ま
だ
扉
を
叩
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
）
、

世
界
が
広
が

っ
た
今
日
こ
の
頃
で
す
。

や
さ
し
い
先
生
が
、
同
じ
事
を
何
回
も
間
く
出
来

の
悪
い
私
に
、
イ
ヤ
な
顔

一
つ
さ
れ
ず
、
丁
寧
に
解

り
や
す
く
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

生
徒
の
方
た
ち
と
も
楽
し
く
勉
強
し
、
人
の
輪
と
、

知
ら
な
い
知
識
を
得
る
チ
ャ
ン
ス
を
も
ら
い
、
感
謝
、

感
謝
の
毎
日
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
方
、
本
当
に

有
り
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

ただいま受講中 !せ
口
７
ン
ス
タ
ン
ト

華
召
屯
受
甘
て

（鳥
取
会
場
）

鳥
　
取
　
市山序

野

　

　

博

し
ら
は
ま
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
６
月
２５
日

か
ら
フ
月
４
日
の
８
日
間
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

先
生
は
、
渡
辺
造
園
樹
木
医
の
伊
藤
　
一▼
さ
ん
で

し
た
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
初
め
て
の
講
習
が
剪
定
を

中
心
と
し
た
庭
木
の
手
入
れ
で
し
た
。
机
に
向
か
っ

て
講
義
を
受
け
る
こ
と
、
長
い
間
こ
無
沙
汰
し
て
い

た
の
で
、
開
講
式
は
子
ど
も
に
戻

っ
た
よ
う
で
、
わ

く
わ
く
。
又
、
反
面
、
緊
張
し
て

一
日
が
終
わ
り
ま

し
た
。

内
容
も
初
め
て
間
く
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
受
講

者
の
中
に
は
詳
し
い
人
も
お
ら
れ
、
び

つ
く
り
し
ま

し
た
。

ビ
デ
オ
鑑
賞
、
実
技
と
忙
し
い
毎
日
、
天
気
に
も

恵
ま
れ
て
暑
い
日
々
で
し
た
が
、
無
事
修
了
証
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
講
習
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

縁
で
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
剪
定
の
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

毎
日
が
勉
強
の
日
々
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の

仲
間
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
人
生
の
奥
深
さ
を
感
じ

な
が
ら

一
歩

一
歩
、
歩
い
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま

す
。先

輩
方
に

迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に

努
力
し
て
、

早
く
戦
力
と

し
て

一
人
前

に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー

イ

△
否
目
⌒の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
　
一

願
い
し
ま
す
。　
一

~=ム
:頂

.蔦
|~舅R~iiF―

~
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一

会 報 需 司R

最低賃金の決定基準や罰金の上限額、派這労働者への適用関係などについて

大きな改正が行われました。

〔改正の概要〕
1 地域別最低賃金はこうなります

① 地域別最低賃金を決定する場合には、労働者が健康で文化的な最低限度の生活を営むこ

とができるよう、生活保護に係る施策との整合性にも配慮することとなります。

② 地域別最低賃金を下回る賃金を支払つた場合の罰金の上限額が2万円から50万円に引

き上げられました。

2 産業別最低賃金はこうなります

産業別最低賃金額を下回る賃金を支払つた場合については、最低賃金法の罰則は適用され

なくなり、労働基準法第24条の賃金の金額払違反の罰則が適用されます。ただ し、産業別

最低賃金が適用される労l重力者に地域別最低賃金額を下回る賃金を支払つた場合は、最低賃金

■

法違反となります。

3 適用除外規定が見直されました

すべての労l壼力者の最低賃金を適用するため、障害により著しく労働能力の低い者、試みの

試用期間中の者、認定職業訓練を受けている者等に関する適用除外許可規定が廃止さイ孔、塁

低賃金の減額 許可規定が新設されました。

4 派遣労慟者の適用最低賃金が変わりました

派遣労働者には、派這先の地域 (産業)に適用される最低賃金が適用されることとなりま

した。

5 最低賃金額の表示が時間額のみになります

時間額、日額、週額又は月額で定めることとされ

みとなります。

てしヽた最低賃金の表示単位が、時間額の

6 施行期日

施行期日は平成20年フ月 1日です。

フ 最低賃金額の適用について

改正法の施行の際に有効である最低賃金につしヽては、次の改訂までの間は改正法に基づい

て決定された最低賃金とみなされることから、改正法の施行の際に直ちに改訂 lよ行われませ

ンルパー会員の配分金について

|

|

シルバー人材センターが受注する仕事の対価については、当該地域における類似の仕事の

対価に比べて著しく低くならないように留意し、仕事の見積もり基準等は、地域の最低賃金

や業界の一般的な基準を参考にすることが必要です。なお、シルバー派遣就業については、

最低賃金法が適用となりますので、鳥取県の最低賃金額に留意しましょう。

ん 。
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（
ミ
銀

）

語

旺

隠

部

―社会保険庁からのお知らせ―

筆金重結書の曽様ヘ

O 緑色の封筒でお届け しています。

本年4月から5月までの間に、すべての年金受給者の方ヘ

「ねんきん特別便」をお届けしています。

O 年金記録のご確認をお願いしヽたします。

※ご家族の廊などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の議歴についてご一緒
に記憶をたこってみるなど、多くの方からご国答いただけるよう、ご協力をお

願いします。 (ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。)

(年金受給者用)

※3月までに青色の封筒で「ねんきん特則便」が届いた方は、
年金記録にもれがある可能性が高い方です。
・まだ回答をいただいていないア」がいらつしゃいますので、ご注意願います。
。ます、「ねんさん特別優専用ダイヤル」にお電話ください。
・結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

0570-058-555

。年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
。
「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、四すご回答くださいますようお願いします。

※ 年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年金額が増える可能性が高しヽので十分にご確認ください。

【年金支縮額が増えた例 (A男さん75歳の場合)】
13か月分の壽動め霜目の記録もれが見つかり、これからの年金受構額が等額で約5万円増え、過去に受給できた年金として約53,コ wをまとめて受け取れました。

O 平成 3年以前 に旧姓で年金 に加入 していた方は ご注意願 います。

結婚等により氏名を変更されている方の記録が、いわゆる持ち主不明であった「5000万件」の記録の中に多数存在することが見込まれています。
これらの年金記録は、皆様にお申出いただくことにより、速やかに記録に結びつけることができますので、ご協力をお願いします。

※ 「ねんきん特別便」の回答は、代理人の方が行うこともできます。
※ 年金の来訪相談も、本人の委任状があれば家族や反人のアjでもできます。

③
ご質問・お問い合せは

O「ねんさん特B』便専用ダイヤル」
周～金曜日 :午前9時～午後8時
第2土庭日 :午前9時～午後5時

※上記以外の楽付口時については、
社会保険庁HP(httVA曲砒 Sね .g。 1,っ

でご案内しております。

6月から10月の緑色の封箇 3月までの青色の封箇

※ IP電話・ PHSからは「03-6700-11単■にお電話ください。

※ 一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570-05-1165まで。

Oお 近 くの 社 会 保 険 事 務 所・ 年 金 相 談 セ ンタ ー

※ 都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行つています。

※ 詳しくは、HP色豊望盈理幽燿五匡逮潔)まで。

颯 H

證 ほ

解

『
Ｈ
田
Ｄ「ねん ん特 』筆金 録の確認にご協力ください。



表
紙
の
こ
と
ば

「米
子
の
郷
土
色
豊
か
な
祭
り
を

作
ろ
う
」
と
の
思
い
で
企
画
さ
れ
た

の
が
、
米
子
が
い
な
祭
り
で
す
。

米
子
が
い
な
祭
り
は
、
二
日
間
開

催
さ
れ
、
見
ど
こ
ろ
は
、

《が
い
な

万
灯
》
と

《
大
花
火
大
会
》
の
二
大

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

初
日
の

《が
い
な
万
灯
》
は
、
駅

前
の
大
通
り
が
こ
の
夜
だ
け
は
歩
行

者
天
国
と
な
り
、
夜
空
を
明
る
く
幻

す
巨
大
な
万
灯
の
列
が
大
行
進
し
ま

則
　
す
。

畠
　
　
一
一日
目
は
、
水
中
花
火
を
含
む
八

報
　
千
発
の
大
花
火
大
会
が
行
わ
れ
艶
や

会
　
か
な
大
輪
の
花
が
描
か
れ
ま
す
。
是

非
、
米
子
へ
足
を
運
び
が
い
な
派
手

な
祭
り
を
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

米
子
が
い
な
祭
り
の
胆
翌

「が
い
な
」
と
は
大
き
い
と
い
う

意
味
。
市
民
有
志
に
よ
り

一
九
七
四

年
に
企
画
開
催
さ
れ
、
米
子
駅
前
通

り
、
湊
山
公
園
に
か
け
て
、
が
い
な

万
灯
や
パ
レ
ー
ド
、
大
花
火
大
会
、

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
な
ど
が
お
こ
な
わ

れ
三
日
間
で
約
十
八
万
人
の
人
出
で

賑
わ
い
ま
す
。

ヽ

し

,.,

弾
―  る

尉
ρ

0

(25)



(4土〉鳥取県シんパー人膵汀センクー連合会正会目
(平成20年 8月 1国現在)

名 称 T 所  在  地 電 話 FAX 代表者

側鳥取市シサレブヽ一人材センター 680-0823 鳥取市富安2-10牛 ] 0857-22-0050 0857-22-0051 木島敏行

“

→米子広域切レブヽ一人材センター 683-08]1 米子市錦田丁卜110 0859-32-2633 0859-32-5823 宇野治 巳

lネ→倉吉市シサレブく一人材センター 682-0816 倉吉市駄経寺町2-8-1 0858-22-0870 0858-23-6101 野 島 アБ

lネJ境港市シサレブヽ一人材センター 684-0034 境港市昭和町]]-17 0859-47-4540 0859-47-4541 西村岩市

lネ〕南部広域切レブヽ一人材センター 683-0351 西伯郡南部冊丁法勝寺170 0859-66-4011 0859-66-5330 田子  貢

lネ→智頭田丁シサレブヽ一人材センター 689-1402 八頭郡智頭田丁智頭1795-1 0858-75-0170 0858-75-2366 小林買夫

lネ〕岩美町シルバー人材センター 681-0003 岩美郡岩美田丁浦富1041-] 0857-72-2511 0857-72-2512 谷 回幹彦

lネ〕湯梨浜田丁切レ,悼人材センター 682-0712 東伯郡湯梨浜田丁上浅津123-2 0858-35-4130 0858-35-4130 足 立 春 人

硼琴浦田丁シルバー人材センター 689-2352 東伯郡琴浦田丁浦安152-3 0858-52-1001 0858-52-1004 足立慎夫

lネ→北栄町シルバー人材センター 689-2103 東伯郡北条田丁田井46-2 0858-36-6220 0858-36-6227 岸田忠良

lネ〕大山町シサレ,(一人材センター 689-3111 西伯郡大山田丁末長269-1 0859-53-4787 0858-53-1310 林原彦―

八頭田丁シルバー人材センター 680-0463 八頭郡八頭田丁宮谷25牛 1 0858-72-0021 0858-72-2793 衣笠春寿

江府田丁シルバー人材センター 689-4413 日野郡江府田丁洲‖河崎62 0859-75-3211 0859-75-3211 宇田川 潔

日野田丁シルバー人材センター 689-5131 日野郡日野田丁黒坂1247-1 0859-74-0870 0859-74-0338 瀬田寿幸

日南田丁シルバー人材センタT 689-5211 日野郡日南田丁生山357 0859-82-0223 0859-82-0223 大 下  勇

三朝田丁シルバー人材センター 682-0152 東伯郡三朝町本泉359-1 0858-43-1883 0858-43-1883 西村武滓美

参線 島 寡
平成20年 8月 20日

第19号

発行

発 行

所在地

電 話

FAX

社団法人 鳥取県シルバー
人材センター連合会

〒683-0812
鳥取県米子市角盤町1丁目76番地

0859-37-2531
0859-37-253フ

印 刷 :l有)三 シキ印刷
鳥取県米子市灘町3-150

電 言舌:0859-32-2250

あ
と
が
き

◆
回
も
、
関
係
各
位
の
御
協
力
の
お
か
げ
を
も
ち

ま
し
て
第
十
九
号
が
発
行
で
き
ま
し
た
こ
と
を
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
、
年
金
問
題
、
原
油
高
騰
に
よ
る
物
価
高
、
派
這

と
請
負
な
ど
私
達
に
と
り
ま
し
て
も
、
身
近
で
様
々

な
問
題
が
お
き
て
お
り
ま
す
が
、
元
気
な
高
齢
者
で

あ
る
た
め
に
は
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
、
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
働
き
方
に
つ

き
ま
し
て
、

《年
金
の
受
給
が
遅
く
な
る
に
つ
れ
て
、

あ
る
程
度
の
収
入
を
目
的
と
す
る
人
》
《
皆
と

一
緒

に
楽
し
く
働
き
た
い
人
》
《ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
の
社
会
奉
仕
に
参
加
し
た
い
人
》
な
ど
様
々
な
二
十

ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
機
能
を
充
実
し
て
地
域
の
た

め
に
、
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

連
合
会
、
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
体
と
な
っ
て
汚
き
汚

き
と
し
た
高
齢
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
そ
の
果
た

す
べ
き
役
割
は

一
層
重
要
と
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
関
係
皆
様
方
の
こ
理
解
、
こ
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。


